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狭帯域光観察 Narrow Band Imaging NBI 
Hbに吸収されやすい2つの波長光（青色光：390～445nm／緑色光：530～550nm） 

http://www.olympus.co.jp/jp/news/2006b/nr061226evissj.jspより 

粘膜表層の毛細血管は青色光を 
吸収するため赤茶色に 

粘膜深層のやや太い血管は
緑色光を吸収するため青色
に 

表層血管が赤茶色、深層血管が青色に強調され、
血管の走行や形態の観察が容易になる 
 

http://www.olympus.co.jp/jp/news/2006b/nr061226evissj.jsp


検討 １ 

炎症のある上咽頭粘膜をNBI内視鏡で

観察すると、何か特徴的な所見が認め
られるのか？ 

NBIで粘膜表層や深層の血管が強調され、
病変を従来より容易かつ詳細に観察できる 



炎症がほぼ認められない例 

粘膜下の血管走行がよく観察できる 

２０１２１２１９ 

通常光 NBI 



ある成人滲出性中耳炎患者の上咽頭を 
       観察すると・・・ 

２００９１１０４ 



通常光 NBI 

何かでこぼこした模様が見える！ 

２００９１１０４ 

正常な血管走行パターン 
はまったく見えず  

粘膜内点状出血が 
散見される 



  この模様は 

横須賀城 横須賀城 

姫路城 福江城 石垣に似ている？ 
     ↓ 
 “石垣状変化” 
  と仮に命名 

筋子にも似てますが・・・ 

http://userdisk.webry.biglobe.ne.jp/014/060/55/N000/000/002/121443812963516404279.jpg


  炎症があるものの 
石垣状変化を認めない例 

痂皮が付着、粘膜下の血管見えず 

通常光 NBI 

点状出血あり 



 NBI画像から上咽頭の

慢性炎症をより客観的に
評価できないか？ 

従来、上咽頭粘膜の炎症による色調の変化や腫脹は肉眼的な評価が
しづらく、 何となく赤い、腫れぼったい・・・ 程度しかわからなかった 

→粘膜下血管走行パターンの消失 

→粘膜内点状出血 

→“石垣状変化” 

しかし、NBIで観察すると 

今回は、主に→“石垣状変化”で検討 

結果 １ 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRxqFQoTCNyh7_egzscCFUYYlAodoXAK9w&url=http://www.appbank.net/2009/06/30/iphone-application/34681.php&ei=vqDhVdzKAsaw0ASh4am4Dw&psig=AFQjCNHwOdoonKOJBQdDEOTQvEb46QkevA&ust=1440936435999959


アデノイドと石垣状変化の関連は？ 

石垣状変化は、アデノイドや耳管
扁桃が退縮し切らずに残ったも
のなのか？ 

石垣状変化は、主にアデノイドや耳
管扁桃があった部位に認められる 

検討 ２ 



２０１５０７０１ アデノイド 単純いびき症 

42625 ６歳 男性 

小児のアデノイド 
 表面は凹凸だが石垣状ではない 点状出血多数 

NBI 



２０１４０２１４ 上咽頭炎 頸部リンパ節炎 

40567 ３４歳 女性 

退縮したアデノイド 

後壁のごく一部に 
石垣状変化あり 

NBI 

点状出血あり 

アデノイド自体は石垣状とはいえないが 



アデノイドはほぼ消失 

わずかに石垣が見える 

２０１３０８２１ 上咽頭炎 慢性喉頭炎 

30672 ４２歳 女性 

NBI 



アデノイド完全に消退 

微細な石垣と点状出血 

２０１３０１２８ 上咽頭炎 

38777 ３８歳 女性 

NBI 



残存アデノイド Ad 上には石垣状変化は認められず 

アデノイドと石垣状変化の共存 

２００８１１０４ NBI 

Ad 



石垣状変化明瞭 

石垣状変化がない部分には、 

２０１３０７２９上咽頭炎 アフタ性口内炎 

25943 ５２歳 女性 

NBI 

粘膜下の血管を認める 



石垣状変化は、アデノイドが退縮
し切らずに残ったものなのか？ 

・アデノイド上には石垣状変化を認めなかった。 

・アデノイドが退縮した後の部位に石垣状変化が生じて  
いた。 

・耳管隆起の前面や軟口蓋面にも石垣状変化が認めら
れる例があった。 
・石垣状変化は中年以降と高齢者に多く認められた。 

アデノイドが退縮して直接石垣状変化に
移行したものではないと考えられた。 

結果２ 



上咽頭粘膜の石垣状変化の程度は
炎症の程度を反映するのか？ 



石垣状変化の Grading を考案 

Grade ０： 石垣状変化が認められない 

Grade １： 後壁の一部に認める 

Grade ２： 後壁の面積の過半に認める 

Grade ３： さらに天蓋または耳管隆起にも 
                    認める 

Grade ４： 天蓋と耳管隆起の両方に認める 

Grade ５： 軟口蓋粘膜にも認める  



Grade 0 Grade 1 Grade 2 

Grade 4 Grade 5 Grade 3 

上咽頭石垣状変化のGrading 

石垣状変化はこの順番に進行拡大しているように見える 

or 

天蓋 

耳管
隆起 

耳管
隆起 

後壁 

軟口蓋上面 



18617 ７３歳 男性 

２０１５０６２７  ＳＣＣ抗原高値 

Grade 0 

NBI 
石垣状変化を認めない 
粘膜下の血管を認める 



44224 ５５歳 女性 

２０１５０６１９ 咽喉頭神経症 

Grade 0 

NBI 
石垣状変化を認めない 
粘膜下の血管を認める 



２０１４１１２２ 上咽頭炎 アレルギー性鼻炎 

43011 ５７歳 男性 Grade 1 

NBI 

石垣状変化を後壁の一部に認める 
粘膜下の血管を認めず 

石垣状変化あり 



31289 ７４歳 男性 

２０１６０６０１ 上咽頭炎  
右滲出性中耳炎 慢性副鼻腔炎 

Grade 1 

NBI 

石垣状変化を後壁の一部に認める 
粘膜下の血管を認めず 点状出血あり 

石垣状変化あり 



２０１５０６０５ 

Grade 2 

NBI 

石垣状変化が後壁の過半を占める 
粘膜下血管をほぼ認めず 



２０１４０３２４ 上咽頭炎 

38546 ３１歳 女性 

Grade 3 

NBI 

石垣状変化が耳管隆起に及ぶ 



２０１５０５１３ 上咽頭炎 慢性副鼻腔炎術後 

44003 ６９歳 男性 

Grade 3 

NBI 

石垣状変化が上咽頭天蓋に及ぶ 



２０１４１１２０ 上咽頭炎 急性喉頭炎 

23531 ５２歳 女性 

Grade 4 

NBI 

石垣状変化が耳管隆起と
上咽頭天蓋の両方に及ぶ 



44121 ３９歳 男性 

２０１５０６０１ 
上咽頭炎 慢性咽喉頭炎 

Grade 4 

NBI 



２００８１１１７ 

石垣状変化が 
さらに軟口蓋面 
まで及ぶ 

Grade 5 

NBI 

＊ 

＊ 



44293 ４５歳 女性 

２０１５０７０２ 
上咽頭炎 アトピー 

Grade 5 

NBI 通常光 

＊ 



石垣状変化は上咽頭炎と
関連性があるのか？ 

検討 ３ 
上咽頭炎と上咽頭炎以外の疾患で受診した 
全１４５例をNBI内視鏡で観察し、石垣状変化
の Grade を ０～５ で評価 



0

5

10

15

20

25

30

35

女性 

男性 

対    象 
2010年3月から２０１５年8月までNBI内

視鏡で上咽頭を観察できた全１４５例     
男性６６例 女性７９例 

症 

例 

数 

年   齢 

３０～７０歳代が 
ボリュームゾーン 



上咽頭炎例と非上咽頭炎例の年齢別例数 
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上咽頭炎７４例 と非上咽頭炎７１例のGrading 
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石垣状変化があると上咽頭
炎例の割合が増加し、炎症
との関連性が認められた。 

結果３ 

石垣状変化は上咽頭の炎症を肉眼的に
評価できる指標となるか？ 

検討 ４ 



石垣状変化のGradeと上咽頭症状 
       （全１４５例） 
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石垣状変化のGradeと上咽頭症状 
       （全１４５例） 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

Grade 0 Grade 1 Grade 2 Grade 3 Grade 4 Grade 5

あり 

他の症状 

  後鼻漏 
咽の違和感 
 つまり感 
  異物感 
 上咽頭痛 
上咽頭の痰 

石垣状変化 

石垣状変化があると、上咽頭症
状を自覚する割合は若干高くなる 



   上咽頭炎７４例に限った 
石垣状変化のGradeと上咽頭症状 
   後鼻漏 

咽の違和感 
 つまり感 
  異物感 
 上咽頭痛 
上咽頭の痰 
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     非上咽頭炎７１例 
石垣状変化のGradeと上咽頭症状 
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石垣状変化のGradeと塩化亜鉛療法を
受けた症例数（上咽頭炎７４例中３４例） 
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石垣状変化は炎症を肉眼的に評価する
指標の一つになりうるが、それのみでは
不十分と考えられた。 

結果４ 

            ↓ 

血管走行パターンの消失や点状出血な
ど他の所見も併せて再検討を要する？ 



IgA腎症の上咽頭に石垣状 
 変化は認められるか？ 

検討 ５ 

３症例で観察 



２０１５０３２０ IGA腎症 Grade 4 

IgA腎症の上咽頭NBI所見 症例① 

43678 ４７歳 男性 

NBI 



43269 ４１歳 男性 

２０１５０１０９ 上咽頭炎 IgA腎症 バセドウ病 Grade 4 

IgA腎症の上咽頭NBI所見 症例② 

NBI 



IgA腎症の上咽頭NBI所見 症例③ 

36757 ５２歳 男性 

Grade 4 ２０１４０９１３ 上咽頭炎 IgA腎症 

IｇA腎症３症例の全例に 
石垣状変化を認めた 

結果５ 

NBI 



症例③  IgA腎症の上咽頭 拡大 
36757 ５２歳 男性 

Grade 4 ２０１４０９１３ 上咽頭炎 IgA腎症 

NBI NBI 

石と石の間には血管  
は存在しない 



検討 ６ 

IgA腎症で認められた石垣状変化 
    の実体は何なのか？ 

承諾を得て症例③で組織検査 



症例③  IgA腎症の上咽頭粘膜生検 

* 

36757 ５２歳 男性 



上皮下に多数のリンパ球浸潤 
  大小のリンパ濾胞を形成 

上皮内へのリンパ球浸潤 
   （リンパ上皮共生） 

NBI画像で認めた石垣状

変化はリンパ濾胞の集簇
を示すものと考えられた 

結果６ 



 ま と め 
上咽頭炎７４例と非上咽頭炎７１例の 
上咽頭粘膜をNBI内視鏡で観察した結果、 
 

1. 石垣状変化等の特徴的所見を認めた。 

2. アデノイドが退縮して石垣状変化に直接
移行したものではないと考えられた。 

3. 石垣状変化は上咽頭炎例に多く認め、
非上咽頭炎例ではわずかであった。 

4. 石垣状変化は炎症を肉眼的に評価する
指標の一助となりうると考えられた。 

5. IgA腎症３症例の全例に石垣状変化を
認めた。 

6. 石垣状変化はリンパ濾胞の集簇を主と
した慢性炎症を示すものと考えられた。 



おわり 

ありがとう 
ございました。 

演者は本発表において、申告すべき利益相反を有しません。 
 


